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一
　
双
頭
の
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　
一
冊
の
書
物
と
し
て
の
『
東
京
八
景
』（
一
九
四
一
・
六
、
実
業
之
日
本

社
）
は
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
が
初
出
時
に
発
し
て
い
た
意
味
作
用
を
接
続

し
直
し
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
前
後
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
言

葉
を
紡
ぐ
〈
私
〉
を
再
編
し
て
い
く
。
例
え
ば
巻
頭
の
表
題
作
「
東
京
八

景
」
は
、「
昭
和
十
五
年
、
七
月
三
日
」
に
「
伊
豆
の
南
」
の
「
索
寞
た
る

山
村
」に
逗
留
し
た〈
私
〉が「
十
年
間
の
私
の
東
京
生
活
を
、
そ
の
時
々

の
風
景
に
託
し
」
た
「
東
京
八
景
」（「
そ
の
短
篇
」）
を
構
想
し
て
い
く
テ

ク
ス
ト
だ
が
、〈
私
〉
に
よ
る
〈
私
〉
と
い
う
虚
焦
点
は
、
表
題
作
ば
か
り

で
な
く
書
物
全
体
と
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
。「
東
京
八
景
」の〈
私
〉は
、

こ
れ
ま
で
〈
私
〉
が
書
い
て
き
た
で
あ
ろ
う
「
十
年
間
の
私
」
を
改
め
て

「
風
景
」
を
介
し
て
形
象
化
す
る
意
図
を
述
べ
る
が
、
不
意
に
「
何
を
し

て
ゐ
る
事
や
ら
。」と
い
っ
た
韜
晦
で
閉
じ
、テ
ク
ス
ト
内
で
語
ら
れ
た
作

中
作
「
東
京
八
景
」
の
完
成
を
先
送
り
に
し
て
し
ま
う
。
作
中
作
と
タ
イ

ト
ル
が
入
れ
子
構
造
に
な
っ
て
い
る
先
例
と
し
て
、「
東
京
八
景
」に
固
有

名
が
引
用
さ
れ
た
芥
川
龍
之
介
の
「
或
阿
呆
の
一
生
」（「
改
造
」
一
九
二

七
・
一
〇
）
が
あ
る
が
、
三
人
称
〈
彼
〉
で
は
な
く
、
一
人
称
〈
私
〉
の

構
想
過
程
を
動
的
に
叙
述
す
る
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
作
者
」の
登
場

に
よ
っ
て
さ
ら
に
錯
綜
し
て
い
く
。
創
作
集
『
東
京
八
景
』
の
「
あ
と
が

き
」
を
引
用
し
た
い
。

　
作
者
が
、
作
品
に
説
明
を
附
け
る
と
、
読
者
は
、
そ
の
説
明
文
に

頼
り
過
ぎ
て
い
け
な
い
。
作
品
以
外
に
説
明
文
を
熱
心
に
読
む
傾
向

が
あ
る
か
ら
、
い
け
な
い
。
い
つ
の
頃
か
ら
、
そ
ん
な
傾
向
が
あ
ら

は
れ
た
も
の
か
、
と
に
か
く
、
悪
い
癖
で
あ
る
。
作
者
だ
つ
て
、
自

作
に
就
い
て
的
確
な
説
明
は
、
容
易
に
出
来
る
も
の
で
な
い
。

　
こ
の
た
び
は
、
主
と
し
て
昨
年
後
半
期
の
作
品
を
集
め
た
。

 と
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
は
古
い
。
前
者
は
、
昭
和
十
一
年
。

後
者
は
、
昭
和
九
年
に
書
い
た
。

 は
、
ひ
ど
く
乱
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れ
て
ゐ
る
。
思
ひ
ち
が
ひ
し
て
書
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
そ
れ
も
捨
て
が
た
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
い
た
。

　
他
の
作
品
に
就
い
て
は
、
い
ま
更
め
て
言
ふ
べ
き
事
も
無
い
。

　
書
物
全
体
の
「
作
者
」
は
「
昭
和
十
五
年
、
七
月
三
日
」
以
降
に
当
た

る
「
昨
年
後
半
期
」
を
強
調
し
、
そ
れ
ら
の
「
作
品
」
が
巻
頭
の
「
東
京

八
景
」
か
ら
問
題
意
識
を
持
ち
越
し
て
き
た
創
作
行
為
で
あ
る
こ
と
を
意

識
さ
せ
る
。
興
味
深
い
の
は
、「
作
者
」 
　 
「
作
品
」 
　 
「
読
者
」
の
回

路
に
、「
説
明
文
」
が
割
り
込
む
こ
と
を
戒
め
る
態
度
で
あ
る
。
そ
れ
は

「「
女
の
決
闘
」
そ
の
他
」（「
月
刊
文
章
」
一
九
四
〇・
九
）
で
述
べ
ら
れ

て
い
た
、「
自
作
を
説
明
す
る
と
い
ふ
事
は
、
既
に
作
者
の
敗
北
で
あ
る
」、

「
私
は
、
い
つ
で
も
言
ひ
た
い
事
は
、
作
品
の
中
で
言
つ
て
ゐ
る
」
と
い

う
主
張
の
延
長
線
上
に
あ
る
。「
書
い
た
」時
期
以
外
に
つ
い
て
は「
説
明
」

を
拒
み
、
旧
作
「  
 
 
      
」
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
現
在
の

「
作
者
」
か
ら
見
れ
ば
「
思
ひ
ち
が
ひ
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
も
「
捨
て

が
た
い
」
要
素
で
あ
り
、「
説
明
」
に
還
元
で
き
な
い
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読

み
ほ
ど
く
態
度
を
「
読
者
」
に
促
す
。
例
え
ば
、「
い
ま
」
に
お
い
て
収
録

作
を
回
顧
す
る
「
作
者
」
は
、「  
 
 
      
」
の
初
出
（「
新
潮
」

一
九
三
七
・
四
）
で
は
「
十
三
日
」
と
し
か
記
さ
れ
な
か
っ
た
テ
ク
ス
ト

内
部
の
日
付
を
「
昭
和
十
一
年
十
月
十
三
日
」
と
書
き
足
す
こ
と
で
、「
思

ひ
ち
が
ひ
し
て
書
い
て
ゐ
」
た
時
空
を
、
書
物
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
た

〈
私
〉
達
へ
と
繫
ぎ
止
め
る
。
巻
頭
の
「
東
京
八
景
」
で
記
さ
れ
た
、「
昭

和
十
一
年
の
秋
に
私
は
自
動
車
に
乗
せ
ら
れ
、
東
京
、
板
橋
区
の
或
る
病

院
に
運
び
込
ま
れ
た
。
一
夜
眠
つ
て
、
眼
が
覚
め
て
み
る
と
、
私
は
脳
病

院
の
一
室
に
ゐ
た
。」
及
び
「
二
つ
の
雑
誌
社
か
ら
、
原
稿
の
注
文
が
来
て

ゐ
た
。
す
ぐ
に
、
そ
の
退
院
の
夜
か
ら
、
私
は
書
き
は
じ
め
た
。」
に
照
応

さ
せ
る
変
更
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
同
時
に
、
一
度
も
単
行
本
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
「  
 
 
  

    
」
を
、
い
わ
ば
「
東
京
八
景
」
に
記
さ
れ
た
「
昭
和
十
一
年
」
の

断
片
（
参
照
先
）
と
見
立
て
つ
つ
「
説
明
」
を
一
切
省
く
こ
と
で
、
一
冊

の
書
物
の
構
成
要
素
と
し
て
の
二
作
の
間
に
新
た
な
意
味
作
用
を
生
じ
さ

せ
る
。
中
村
三
春
は
、「  
 
 
      
」
に
は
「
文
芸
創
作
理
論
の

表
明
と
、
そ
の
具
体
例
の
実
践
と
し
て
の
自
己
言
及
を
交
錯
さ
せ
た
、
一

種
の
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
読
む
コ
ー
ド
」
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

 
る 
が
、
こ
の
二
作
の
並
置
は
、〈
私
〉
の
現
在
（
に
お
け
る
過
去
）
と
過
去

（
１
）

（
に
お
け
る
現
在
）
を
め
ぐ
っ
て
互
い
に
入
れ
子
と
な
っ
た
双
頭
の
メ
タ

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
い
ず
れ
が
〈
メ
タ
〉
で
あ
る
か
を
攪
乱
す
る
）
を
生
じ

さ
せ
、
さ
ら
に
「
あ
と
が
き
」
の
「
作
者
」
の
態
度
に
よ
っ
て
、〈
東
京
八

景
〉
と
い
う
固
有
名
（
四
字
全
て
が
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
で
類
似
し
、「
景
」

の
中
に
「
京
」
を
含
む
）
と
〈
私
〉
達
を
め
ぐ
る
入
れ
子
は
、
無
限
に
多

重
化
し
て
い
く
の
で
あ 
る 
。
そ
れ
は
書
物
と
い
う
器
に
お
い
て
、
個
々
の

（
２
）

〈
私
〉
達
が
相
互
に
乱
反
射
し
続
け
る
時
空
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、『
東
京
八
景
』
の
目
次
に
初
出
情
報
を
加
え
、
発
表
さ
れ
た

時
期
と
順
番
（
作
品
名
の
上
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）
を
示
し
て
お
き
た
い
。

（
な
お
、「
乞
食
学
生
」
は
月
刊
誌
に
六
回
に
亘
り
連
載
さ
れ
た
た
め
、

開
始
時
期
は
「
盲
人
独
笑
」
と
共
に
３
番
目
だ
が
、
連
載
終
了
時
は
「
き
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り
ぎ
り
す
」・「
リ
イ
ズ
」
よ
り
後
で
「
東
京
八
景
」
よ
り
前
な
の
で
、
便

宜
的
に
７
番
目
と
記
し
た
。
）

　
　
　
　
目
次

　
　
８
　
　「
東
京
八
景
」（「
文
學
界
」
一
九
四
一
・
一
）

　
　
２
　
　「   
 
 
   
  
」（「
新
潮
」
一
九
三
七
・
四
）

　
　
６
　
　「
き
り
ぎ
り
す
」（「
新
潮
」
一
九
四
〇
・
一
一
）

　
　
　
　〈
短
篇
集
〉

　
　
５
　
　
そ
の
一
「
一
燈
」（「
文
藝
世
紀
」
一
九
四
〇
・
一
〇
）

　
　
４
　
　
そ
の
二
「
失
敗
園
」（「
東
西
」
一
九
四
〇
・
九
）

　
　
６
　
　
そ
の
三
「
リ
イ
ズ
」﹇
原
題
「
あ
る
画
家
の
母
」﹈

　
　
　
　
　
　（「
短
篇
ラ
ヂ
オ
小
説
」
台
本
、
一
九
四
〇
・
一
一
）

　
　
３
　
　「
盲
人
独
笑
」（「
新
風
」
一
九
四
〇
・
七
）

　
　
１
　
　「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」（「
青
い
花
」
一
九
三
四
・
一
二
）

　
　
３
〜
７
「
乞
食
学
生
」（「
若
草
」
一
九
四
〇
・
七
〜
一
二
）

　
　
９
　
　「
あ
と
が
き
」（
単
行
本
初
出
、
一
九
四
一
・
五
）

　
執
筆
時
期
と
発
表
時
期
に
ず
れ
が
あ
る
「
東
京
八
景
」
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
、
巻
頭
へ
の
配
置
と
執
筆
し
つ
つ
あ
る
時
空
へ
の
自
己
言
及
に

よ
っ
て
「
昨
年
後
半
期
の
作
品
」
の
出
発
点
と
し
て
の
位
置
を
与
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
は
発
表
時
期
が
早
い
「
盲
人
独
笑
」
の
一
部
で
あ
る

「
は
し
か
き
」
／
「
あ
と
が
き
」
に
も
「
読
者
」
に
呼
び
掛
け
る
「
作
家
」

の
〈
私
〉
が
登
場
し
、「
私
は
、
諸
君
に
、
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ
は
、
必
ず
し
も
、
故
人
の
日
記
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
は
無
い
。
ゆ
る
し

て
、
い
た
だ
き
た
い
。
か
れ
が
天
稟
の
楽
人
な
ら
ば
、
わ
れ
も
不
羈
の
作

家
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
措
原
勾
当
日
記
」
に
「
虚
構
」
を
交
え
た
こ
と
に

触
れ
る
。
こ
の
「
作
家
と
し
て
の
、
悪
い
宿
業
」
を
持
つ
〈
私
〉
の
「
告

白
」
は
、「
作
家
」
ら
し
き
〈
私
〉
が
語
り
手
（
も
し
く
は
書
き
手
）
で
あ

る
「
東
京
八
景
」・「   
 
    
  
」・「
一
燈
」・「
失
敗
園
」・「
リ
イ

ズ
」、
そ
し
て
「
太
宰
」
と
い
う
「
ペ
ン
ネ
エ
ム
」
を
持
つ
〈
私
〉
が
「
た

つ
た
い
ま
投
函
し
た
ば
か
り
の
作
品
」
を
め
ぐ
り
「
作
家
の
苦
悶
」
を
示

す
巻
尾
の「
乞
食
学
生
」に
も
響
く
通
奏
低
音
で
あ
ろ
う
。「
盲
人
独
笑
」に

お
け
る
「
日
記
」
部
分
と
「
は
し
か
き
」
／
「
あ
と
が
き
」
の
関
係
は
、

創
作
集『
東
京
八
景
』に
お
け
る
諸
作
品（
特
に
日
記
形
式
の「  
 
 
  

    
」）
と
「
あ
と
が
き
」
の
関
係
と
入
れ
子
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
き
り
ぎ
り
す
」
も
含
め
、『
東
京
八
景
』
は
〈
私
〉
と
い
う
一
人
称
を

用
い
た
テ
ク
ス
ト
に
彩
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
「
作
品
」
に
登
場
し

た
〈
私
〉
達
を
「
説
明
」
に
よ
っ
て
整
理
し
な
い
「
作
者
」
の
姿
勢
は
、

〈
水
〉
の
象
徴
性
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
を
「
読
者
」
へ
と
徹
底
的
に
投
げ

か
け
て
い
く
世
界
観
を
呈
示
し
て
い
た
第
一
創
作
集『
晩
年
』（
一
九
三
六・

六
、
砂
子
屋
書
房
）
を
連
想
さ
せ 
る 
。『
晩
年
』
巻
尾
の
「
め
く
ら
草
紙
」

（
３
）

の
位
置
に
「
乞
食
学
生
」
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、「
玉
川
上
水
」
を
舞
台
に

し
て
〈
水
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
横
溢
さ
せ
る
こ
と
は
、
巻
頭
の
「
葉
」
と

「
東
京
八
景
」
の
照
応
と
共
に
、
二
つ
の
創
作
集
を
接
続
し
て
読
む
行
為

を
促
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
注
目
す
べ
き
点
は
、「
東
京
八
景
」に
お

い
て
「「
晩
年
」
の
袋
の
中
」
に
入
っ
た
「
遺
書
」
群
の
執
筆・発
表
の
経
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緯
を
記
述
し
、そ
し
て
、『
晩
年
』に
一
度
収
め
ら
れ
た「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」を
、

『
東
京
八
景
』
に
再
び
収
録
す
る
こ
と
で
あ
る
。
砂
子
屋
書
房
の
山
崎
剛

平
に
宛
て
た
書
簡
（
一
九
四
〇
・
一
二
・
一
二
付
）
に
は
、「「
晩
年
」
の

中
の
　
ロ
マ
ネ
ス
ク
と
い
ふ
作
品
を
　
来
年
　
春
頃
出
版
予
定
の
　
新
創

作
集
に
編
入
す
る
こ
と
を
　
ど
う
か
　
お
ゆ
る
し
下
さ
い
　
お
願
ひ
致
し

ま
す
」
と
あ
り
、「
新
創
作
集
」
と
銘
打
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
中
に
旧
作

「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
を
「
編
入
」
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

し
か
も
二
ヶ
月
後
に
は
同
書
房
か
ら
『
晩
年
』
普
及
版
が
発
売
さ
れ
、
相

互
参
照
を
可
能
に
す
る
状
況
が
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。「
乞
食
学
生
」

の
直
前
に
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
が
再
配
置
さ
れ
た
意
味
を
読
み
ほ
ど
く
こ
と

を
起
点
と
し
て
、『
東
京
八
景
』
の
全
体
像
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
　「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
を
め
ぐ
る
〈
熱
狂
〉

　
新
創
作
集
『
東
京
八
景
』
に
『
晩
年
』
所
収
の
旧
作
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」

を
「
編
入
」
す
る
こ
と
で
、「
作
者
」
は
い
か
な
る
読
み
を
「
読
者
」
に
促

す
の
だ
ろ
う
か
。「
東
京
八
景
」
で
は
、『
晩
年
』
完
成
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
多
く
示
す
。
最
初
に
大
き
く
扱
わ
れ
る
の
は
、「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」で
は

な
く
「
思
ひ
出
」
で
あ
る
。
例
え
ば
「
遺
書
を
綴
つ
た
。「
思
ひ
出
」
百
枚

で
あ
る
。」
に
始
ま
り
、「
そ
の
遺
書
が
、
逆
に
猛
烈
に
気
が
か
り
に
な
つ

て
、
私
の
虚
無
に
幽
か
な
燭
燈
が
と
も
」
る
逆
説
が
描
か
れ
て
い
く
。

そ
の
「
思
ひ
出
」
一
篇
だ
け
で
は
、
な
ん
と
し
て
も
、
不
満
に
な
つ

て
来
た
の
で
あ
る
。
ど
う
せ
、
こ
こ
ま
で
書
い
た
の
だ
。
全
部
を
書

い
て
置
き
た
い
。
け
ふ
迄
の
生
活
の
全
部
を
、
ぶ
ち
ま
け
て
み
た
い
。

あ
れ
も
、
こ
れ
も
。
書
い
て
置
き
た
い
事
が
一
ぱ
い
出
て
来
た
。
ま

づ
、
鎌
倉
の
事
件
を
書
い
て
、
駄
目
。
ど
こ
か
に
手
落
が
在
る
。
さ

ら
に
又
、
一
作
書
い
て
、
や
は
り
不
満
で
あ
る
。
溜
息
つ
い
て
、
ま

た
次
の
一
作
に
と
り
か
か
る
。
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
得
ず
、
小
さ
い
コ

ン
マ
の
連
続
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、「
遺
書
」
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
「
こ
ん
な
穢
い
子
供
も
ゐ

ま
し
た
と
い
ふ
幼
年
及
び
少
年
時
代
の
私
の
告
白
」
が
「
ピ
リ
オ
ド
」
と

は
な
り
得
ず
、「
コ
ン
マ
の
連
続
」を
増
殖
さ
せ
て
い
っ
た
ア
イ
ロ
ニ
ー
が

語
ら
れ
る
。
作
中
の
「
昭
和
八
年
」
で
は
、「
私
は
、
そ
の
紙
袋
に
毛
筆
で
、

「
晩
年
」
と
書
い
た
。
そ
の
一
聯
の
遺
書
の
、
銘
題
の
つ
も
り
で
あ
つ
た
。

も
う
、
こ
れ
で
、
お
し
ま
ひ
だ
と
い
ふ
意
味
な
の
で
あ
る
。」
と
収
拾
を
図

り
、「
あ
の
著
作
集
の
完
成
に
の
み
、
気
を
奪
わ
れ
」
る
。
そ
し
て
「
一
年

経
つ
た
。」（
昭
和
九
年
）
で
始
ま
る
段
落
で
、「
そ
の
と
し
の
晩
秋
に
、
私

は
、
ど
う
や
ら
書
き
上
げ
た
。」
と
、『
晩
年
』
完
成
ま
で
を
追
っ
て
い
く
。

こ
の
段
落
の
末
尾
で
、「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
が
掲
載
さ
れ
た
同
人
誌
「
青
い

花
」
に
つ
い
て
触
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
或
る
学
友
か
ら
、
同
人
雑
誌
を
出
さ
ぬ
か
と
い
ふ
相
談

を
受
け
た
。
私
は
、
半
ば
は
、
い
い
加
減
で
あ
つ
た
。「
青
い
花
」
と

い
ふ
名
前
だ
つ
た
ら
、
や
つ
て
も
い
い
と
答
え
た
。
冗
談
か
ら
駒
が

出
た
。
諸
方
か
ら
同
志
が
名
乗
つ
て
出
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
二
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人
と
、
私
は
急
激
に
親
し
く
な
つ
た
。
私
は
謂
は
ば
青
春
の
最
後
の

情
熱
を
、
そ
こ
で
燃
や
し
た
。
死
ぬ
る
前
夜
の
乱
舞
で
あ
る
。﹇
…
﹈

純
文
芸
冊
子
「
青
い
花
」
は
、
そ
の
と
し
の
十
二
月
に
出
来
た
。
た

つ
た
一
冊
出
て
仲
間
は
四
散
し
た
。
目
的
の
無
い
異
様
な
熱
狂
に
呆

れ
た
の
で
あ
る
。
あ
と
に
は
、
私
た
ち
三
人
だ
け
が
残
つ
た
。
三
馬

鹿
と
言
は
れ
た
。
け
れ
ど
も
此
の
三
人
は
生
涯
の
友
人
で
あ
つ
た
。

私
に
は
、
二
人
に
教
へ
ら
れ
た
も
の
が
多
く
在
る
。

　
こ
こ
で
は
「
青
い
花
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、「
三
人
」
の
強
い
絆
が
強

調
さ
れ
て
い
る
が
、「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
も
ま
た
、「
仙
術
太
郎
」・「
喧
嘩
次

郎
兵
衛
」・「
選
の
三
郎
」
が
早
朝
の
居
酒
屋
で
出
会
い
、
三
郎
の
「
選
」

に
よ
っ
て
、「
三
人
」
が
「
芸
術
家
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

私
た
ち
は
芸
術
家
だ
。
さ
う
い
ふ
嘘
を
言
つ
て
し
ま
つ
て
か
ら
、
い

よ
い
よ
嘘
に
熱
が
加
は
つ
て
来
た
の
で
あ
つ
た
。
私
た
ち
三
人
は
兄

弟
だ
。
け
ふ
こ
こ
で
逢
つ
た
か
ら
に
は
、
死
ぬ
る
と
も
離
れ
る
で
な

い
。
い
ま
に
き
つ
と
私
た
ち
の
天
下
が
来
る
の
だ
。
私
は
芸
術
家
だ
。

仙
術
太
郎
氏
の
半
生
と
喧
嘩
次
郎
兵
衛
氏
の
半
生
と
そ
れ
か
ら
僭
越

な
が
ら
私
の
半
生
と
三
つ
の
生
き
か
た
の
模
範
を
世
人
に
書
い
て
送

つ
て
や
ら
う
。
か
ま
ふ
も
の
か
。
嘘
の
三
郎
の
嘘
の
火
焔
は
こ
の
へ

ん
か
ら
そ
の
極
点
に
達
し
た
。
私
た
ち
は
芸
術
家
だ
。
王
侯
と
い
へ

ど
も
恐
れ
な
い
。
金
銭
も
ま
た
わ
れ
ら
に
於
て
木
葉
の
如
く
軽
い
。

　
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
に
つ
い
て
は
、
早
く
は
「
満
願
」（「
文
筆
」
一
九
三

八
・
九
）
の
冒
頭
に
お
い
て
「
こ
れ
は
、
い
ま
か
ら
、
四
年
ま
へ
の
話
で

あ
る
。
私
が
伊
豆
の
三
島
を
知
り
合
ひ
の
う
ち
の
二
階
で
一
夏
を
暮
し
、

ロ
マ
ネ
ス
ク
と
い
ふ
小
説
を
書
い
て
ゐ
た
こ
ろ
の
話
で
あ
る
。」
と
あ
り
、

次
郎
兵
衛
の
故
郷
が
「
東
海
道
三
島
の
宿
」
で
あ
っ
た
こ
と
と
の
関
連
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
東
京
八
景
』
の
主
要
収
録
作
と
執
筆
・
発
表

時
期
が
近
い
「 
老 
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」（「
婦
人
画
報
」
一
九
四
〇
・
三
）

ア
ル
ト

も
、「
八
年
ま
へ
」
に
「
一
夏
を
、
東
海
道
三
島
の
宿
で
過
し
」、「
其
の

「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
と
い
ふ
小
説
を
書
き
続
け
て
居
る
」〈
私
〉
を
語
り
手
に

し
て
い
る
。

三
島
に
は
、
そ
の
外
に
も
数
々
の
忘
れ
難
い
思
ひ
出
が
あ
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
又
、
あ
ら
た
め
て
申
し
ま
せ
う
。
そ
の
と
き
三

島
で
書
い
た
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
と
い
ふ
小
説
が
、
二
三
の
人
に
ほ
め

ら
れ
て
、
私
は
自
信
の
無
い
ま
ま
に
今
ま
で
何
や
ら
下
手
な
小
説
を

書
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
命
に
立
ち
至
り
ま
し
た
。
三
島
は
、

私
に
と
つ
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
土
地
で
し
た
。
私
の
そ
れ
か
ら
八
年

間
の
創
作
は
全
部
、
三
島
の
思
想
か
ら
教
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

言
つ
て
も
過
言
で
な
い
程
、
三
島
は
私
に
重
大
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
記
述
は
創
作
集
『
東
京
八
景
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
執
筆
を
め
ぐ
る
「
思
ひ
出
」
が
「
作
家
」
の

〈
私
〉
に
と
っ
て
「
重
大
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
作
家
マ

72



イ
ヤ
ー
＝
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
の
戯
曲
に
由
来
す
る
タ
イ
ト
ル
が
、
既
に
太
宰

治
と
署
名
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
九

頭
見
和
夫
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
通
り
、「
乞
食
学
生
」
の
語
り
手
で
あ
る

「
作
家
」
の
〈
私
〉
が
、「
二
人
の
学
生
と
、
宵
の
渋
谷
の
街
を
酔
つ
て
歩

い
て
、
失
つ
た
青
春
を
再
び
、
現
実
に
取
り
戻
し
得
た
と
思
」
い
、「
ア
ル

ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
を
歌
う
か
ら
で
あ 
る 
。
し
か
し
「
乞
食
学
生
」

（
４
）

で
は
、「
歌
つ
て
ゐ
る
の
は
、
私
だ
け
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
佐
伯
五
一

郎
」
と
「
熊
本
君
」
は
夢
の
中
の
人
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
後
に
明

か
さ
れ
る
。「
乞
食
学
生
」
に
引
用
さ
れ
た
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ヒ
」
の
歌
は
、
ま
さ
に
「
消
え
は
て
」
た
「
青
春
」
を
懐
古
し
な
が
ら
、

「
我
が
胸
」
に
残
る
「
そ
の
実
」
を
護
る
こ
と
を
誓
う
内
容
で
あ
る
が
、

「
東
京
八
景
」
に
お
け
る
「
青
い
花
」
同
人
の
「
三
馬
鹿
」
や
、「
ロ
マ
ネ

ス
ク
」
の
〈
私
た
ち
〉
三
人
と
の
落
差
は
際
立
っ
て
い
る
。（「
老
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ヒ
」
に
お
い
て
も
、「
八
年
後
」
に
は
「
今
見
る
三
島
は
荒
涼
と
し

て
、
全
く
他
人
の
町
で
し
た
。」
と
そ
の
喪
失
感
が
語
ら
れ
る
。）

　
そ
し
て
創
作
集
『
東
京
八
景
』
に
お
い
て
は
、
巻
頭
の
「
東
京
八
景
」

で
上
京
し
た
「
昭
和
五
年
」
以
降
の
〈
私
〉
の
足
跡
を
辿
り
、「
昭
和
九
年

に
書
い
た
」「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
を
直
前
に
置
く
こ
と
で
、
い
わ
ば
「
乞
食
学

生
」
の
〈
私
〉
が
結
末
で
迎
え
る
状
況
を
、
直
後
の
「
あ
と
が
き
」
も
含

め
た
書
物
全
体
に
響
か
せ
て
い
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

茶
店
の
床
几
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
ゆ
つ
く
り
カ
ル
ピ
ス
を
啜
つ
て

み
て
も
、
私
は
、
や
は
り
三
十
二
歳
の
下
手
な
小
説
家
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
少
し
も
、
若
い
情
熱
が
湧
い
て
来
な
い
。
そ
の
実
を
犇
と
護

ら
な
ん
、
そ
の
歌
の
一
句
を
、
私
は
深
刻
な
苦
笑
で
も
つ
て
、
再
び

三
度
、
反
芻
し
て
ゐ
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。

　
こ
こ
で
は
「
学
生
」
に
成
り
損
ね
た
「
三
十
二
歳
の
下
手
な
小
説
家
」

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
が
、「
東
京
八
景
」
で
も
「
私
は
、
こ
と
し
三

十
二
歳
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
作
中
の
〈
私
〉
達
を
完
全
に
同
一

視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
に
せ
よ
、「
作
者
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

時
空
は
、
一
九
四
〇
年
を
彷
徨
す
る
〈
私
〉
を
入
口
と
出
口
に
配
す
る
の

で
あ
り
、「
何
を
し
て
ゐ
る
事
や
ら
。」
と
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
ま
ま
創
作
集

を
読
み
進
め
た
「
読
者
」
は
、
最
後
に
〈
私
〉
の
「
深
刻
な
苦
笑
」
に
行

き
当
た
っ
て
し
ま
う
。
重
要
な
点
は
、「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」の
三
郎
が
二
人
の

前
で
発
す
る
「
熱
」
や
「
火
焔
」、「
東
京
八
景
」
の
〈
私
〉
が
「
三
馬
鹿
」

で
共
有
し
た
よ
う
な
「
異
様
な
熱
狂
」
や
「
最
後
の
情
熱
」
に
対
し
て
、

「
乞
食
学
生
」
の
〈
私
〉
は
、「
若
い
情
熱
」
か
ら
は
乖
離
し
て
し
ま
っ
た

〈
私
〉
自
身
の
現
状
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
「
ロ
マ
ネ
ス

ク
」
が
象
徴
す
る
〈
熱
狂
〉
の
現
在
の
行
方
に
つ
い
て
、
創
作
集
『
東
京

八
景
』
の
「
作
者
」
は
、「
い
ま
更
め
て
言
ふ
べ
き
事
も
無
い
」
と
「
読

者
」
を
突
き
放
す
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
昨
年
後
半
期
の
作
品
」
群
を

読
み
ほ
ど
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　「
美
し
さ
」
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー

　
創
作
集
『
東
京
八
景
』
と
は
、
い
わ
ば
一
九
四
〇
年
前
後
と
い
う
現
実
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の
中
で
の
「
作
者
」 　
  「
作
品
」 　  「
読
者
」
の
あ
り
方
を
問
い
掛
け
る

書
物
で
は
な
い
か
。

　
例
え
ば
、「
東
京
八
景
」
の
〈
私
〉
が
「
昭
和
五
年
に
弘
前
の
高
等
学
校

を
卒
業
し
、
東
京
帝
大
の
仏
蘭
西
文
科
に
入
学
し
た
。
仏
蘭
西
語
を
一
字

も
解
し
得
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
仏
蘭
西
文
学
の
講
義
を
聞
き

た
か
つ
た
。」
と
記
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
乞
食
学
生
」
の
〈
私
〉
は
、

佐
伯
と
「
ヴ
ア
レ
リ
イ
つ
て
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
せ
う
？
」
／
「
さ
う

だ
。
一
流
の
文
明
批
評
家
だ
。」
／
「
フ
ラ
ン
ス
の
人
だ
つ
た
ら
、
だ
め

だ
。」
／
「
な
ぜ
？
」
／
「
敗
戦
国
ぢ
や
な
い
か
。」
と
い
っ
た
、
一
九
四

〇
年
六
月
の
独
仏
休
戦
協
定
締
結
を
踏
ま
え
た
会
話
を
交
わ
し
、「
僕
た
ち

は
、
み
ん
な
、
戦
争
に
行
き
た
く
て
な
ら
な
い
の
だ
よ
。」
と
い
う
極
端
な

発
言
を
浴
び
せ
ら
れ 
る 
。
（
５
）

　
こ
れ
は
不
穏
な
同
時
代
言
説
に
囲
繞
さ
れ
て
い
く
過
程
を
夢
の
中
で
象

徴
的
に
描
く
場
面
と
も
と
れ
る
が
、『
東
京
八
景
』
に
は
、「
失
敗
園
」
の

ル
ナ
ー
ル
、「
リ
イ
ズ
」
の
ル
ノ
ア
ー
ル
、「
き
り
ぎ
り
す
」
に
お
い
て
は
、

「
時
局
」
に
染
ま
る
夫
へ
の
批 
判 
の
中
で
引
用
さ
れ
る
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に

（
６
）

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
、
そ
し
て
「
乞
食
学
生
」
の
ヴ
ィ
ヨ
ン
と
、
佐
伯
の
ヴ
ァ

レ
リ
ー
に
対
す
る
言
葉
に
抵
抗
す
る
か
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
諸
文
化
が

鏤
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
同
じ
テ
ク
ス
ト
の
中
に
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
由
来
す

る
同
人
誌
「
青
い
花
」
や
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」、
そ
し
て
「
ア
ル
ト
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
の
諸
文
化
も
並
列
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
特
に
「
乞
食
学
生
」
は
、
同
時
代
の
戦
争
と
は
別
位
相
に
お
い
て
祝

祭
的
に
両
国
の
文
学
を
輻
輳
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
り
、
に
も
拘
ら
ず
登
場

人
物
の
次
元
で
は
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
の
三
人
と
は
対
照
的
に
、
一
人
で
歌

う
〈
私
〉
の
孤
独
が
覚
醒
後
の
現
実
に
も
持
続
し
て
い
く
こ
と
は
、
や
は

り
一
九
四
〇
年
前
後
を
枠
組
み
と
す
る
創
作
集
『
東
京
八
景
』
に
相
応
し

い
結
末
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
だ
。
土
屋
忍
は
、
夢
の
中
で
の
「
太
宰
」

が
「
木
村
武
雄
」
と
い
う
本
名
を
持
つ
「
三
十
二
歳
の
酔
詩
人
」
で
あ
り
、

現
実
に
お
け
る
「
三
十
二
歳
の
下
手
な
小
説
家
」
と
書
き
分
け
て
い
る
点

に
注
目
し
て
い 
る 
。
ま
さ
に
第
一
次
大
戦
後
の
〈
精
神
の
危
機
〉
を
訴
え

（
７
）

続
け
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
を
用
い
て
佐
伯
を
た
し
な
め
よ
う
と
し
た
〈
私
〉
の

「
た
つ
た
一
日
だ
け
の
不
安
を
、
生
涯
の
不
安
と
、
す
り
変
へ
て
騒
ぎ
ま

は
つ
て
ゐ
る
の
だ
。」
と
い
う
言
葉
は
、
夢
の
中
の
「
酔
詩
人
」
の
よ
う
な

空
騒
ぎ
に
つ
い
て
、
図
ら
ず
も
自
ら
風
刺
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
と
こ
ろ
で
「
不
安
」
と
い
え
ば
、『
晩
年
』
巻
頭
を
飾
っ
た
「
葉
」
は
フ

ラ
ン
ス
の
詩
人
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
「
智
慧
」
か
ら
「
撰
ば
れ
て
あ
る
こ
と

の
／
恍
惚
と
不
安
と
／
二
つ
わ
れ
に
あ
り
」（
堀
口
大
學
訳
）を
エ
ピ
グ
ラ

フ
と
し
て
引
用
す
る
が
、「
東
京
八
景
」
の
〈
私
〉
は
、「
昭
和
十
五
年
、

七
月
三
日
」
直
前
の
「
も
う
一
箇
月
間
は
、
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
好
き

な
も
の
を
書
い
て
行
け
る
」状
況
に
お
い
て
、「
恍
惚
と
不
安
の
交
錯
し
た

異
様
な
胸
騒
ぎ
で
、か
へ
つ
て
仕
事
が
手
に
附
か
ず
、ゐ
た
た
ま
ら
く
な
」

り
、「
い
た
づ
ら
に
恍
惚
と
不
安
の
複
雑
な
溜
息
を
も
ら
し
て
狭
い
部
屋

の
中
を
、
う
ろ
う
ろ
歩
き
廻
つ
て
ゐ
る
場
合
で
は
無
い
」
と
意
を
決
し
、

「
東
京
市
の
大
地
図
を
一
枚
買
つ
て
、
東
京
駅
か
ら
、
米
原
行
の
汽
車
に

乗
」
る
の
で
あ 
る 
。
こ
こ
で
は
「
東
京
八
景
」
の
構
想
が
「
青
春
へ
の
決

（
８
）

別
の
辞
」
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
『
晩
年
』
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時
代
の
〈
私
〉
と
距
離
を
置
く
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。『
晩
年
』
と
い

う
「
遺
書
」
の
完
成
に
没
頭
す
る
当
時
の
〈
私
〉
を
、
一
九
四
〇
年
の

〈
私
〉
は
「
ひ
と
り
よ
が
り
の
謂
わ
ば
詩
的
な
夢
想
家
」
と
表
現
す
る
が
、

そ
れ
は
「
乞
食
学
生
」
に
お
け
る
「
酔
詩
人
」
に
通
じ
る
。「
乞
食
学
生
」

の
〈
私
〉
が
夢
の
中
で
「
失
つ
た
青
春
を
再
び
、
現
実
に
取
り
戻
し
得
た

と
思
つ
た
。
私
の
高
揚
に
は
、
限
り
が
無
か
つ
た
。」
と
感
じ
る
ア
イ
ロ

ニ
ー
は
、
創
作
集
『
東
京
八
景
』
の
巻
頭
に
お
い
て
、
予
め
準
備
さ
れ
て

い
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、「
盲
人
独
笑
」
の
「
は
し
か

き
」
で
「
勾
当
二
十
六
歳
、
青
春
一
年
間
の
日
記
だ
け
」
と
示
し
な
が
ら
、

「
あ
と
が
き
」
で
「
虚
構
」
を
交
え
た
こ
と
を
「
告
白
」
す
る
あ
り
方
の

反
復
で
あ
る
。「
昭
和
五
年
」の
上
京
か
ら
始
ま
っ
た〈
私
〉の「
青
春
」は
、

「
東
京
市
の
大
地
図
」
と
い
う
「
虚
構
」
を
媒
介
し
て
対
象
化
さ
れ
て
い

き
、
そ
し
て
「
東
京
の
風
景
」
よ
り
も
、「
風
景
の
中
の
私
」
が
迫
り
出
し

て
く
る
の
だ
。

　
こ
こ
は
東
京
市
外
で
は
あ
る
が
、
す
ぐ
近
く
の
井
の
頭
公
園
も
、

東
京
名
所
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
此
の
武
蔵
野
の

夕
陽
を
東
京
八
景
の
中
に
加
入
さ
せ
た
つ
て
、
差
支
へ
無
い
。
あ
と

七
景
を
決
定
し
や
う
と
、
私
は
自
分
の
、
胸
の
中
の
ア
ル
バ
ム
を
繰

つ
て
み
た
。
併
し
こ
の
場
合
、
芸
術
に
な
る
の
は
、
東
京
の
風
景
で

は
な
か
つ
た
。
風
景
の
中
の
私
で
あ
つ
た
。
芸
術
が
私
を
欺
い
た
の

か
。
私
が
芸
術
を
欺
い
た
の
か
。
結
論
。
芸
術
は
、
私
で
あ
る
。

　
山
口
浩
行
は
、〈
私
〉
の
伊
豆
行
き
の
契
機
に
注
目
し
、「〈
増
上
寺
山
門

の
景
〉
で
〈
私
〉
と
関
係
を
結
ぶ
人
々
が
、
い
ず
れ
も
〈
遠
景
と
し
て
の

過
去
〉
と
全
く
無
縁
で
あ
る
点
か
ら
も
、〈
過
去
〉
と
〈
現
在
〉
と
の
断
層

を
観
測
で
き
る
」
と
分
析
し
、
そ
の
断
層
を
埋
め
る
は
ず
の
「
転
機
」
に

つ
い
て
も
、「
人
の
転
機
の
説
明
は
、ど
う
も
何
だ
か
空
々
し
い
。
そ
の
説

明
が
、
ぎ
り
ぎ
り
に
正
確
を
期
し
た
も
の
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
で
も
必
ず

ど
こ
か
に
選
の
間
隙
が
匂
つ
て
ゐ
る
も
の
だ
。」と
い
う
相
対
化
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
と
指
摘
す 
る 
。
創
作
集
『
東
京
八
景
』
に
つ
い
て
「
作
者
」

（
９
）

が
「
説
明
」
を
拒
ん
だ
こ
と
に
通
じ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
作
中

に
お
け
る
「
東
京
八
景
」
執
筆
の
動
機
と
し
て
描
写
さ
れ
た
「
増
上
寺
山

門
の
一
景
」
は
、『
東
京
八
景
』
全
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
担
う

の
か
。

　〈
私
〉
は
「
芝
公
園
」
で
、
義
妹
の
婚
約
者
で
あ
る
「
Ｔ
君
の
部
隊
の
到

着
」
を
待
ち
続
け
る
。
そ
し
て
応
召
さ
れ
た
「
Ｔ
君
」
と
義
妹
の
た
め
、

「
決
意
し
て
群
集
を
待
き
わ
け
」、「
Ｔ
君
の
厳
父
」
の
不
興
を
省
み
ず
、

「
安
心
し
て
行
つ
て
来
給
へ
。」
と
「
Ｔ
君
」
に
大
声
で
伝
え
、「
こ
れ
か

ら
Ｔ
君
と
妹
の
結
婚
の
事
で
、
万
一
む
づ
か
し
い
事
が
惹
起
し
た
と
こ
ろ

で
、
私
は
世
間
体
な
ど
に
構
は
ぬ
無
法
者
だ
、
必
ず
二
人
の
最
後
の
力
に

な
つ
て
や
」ろ
う
と
思
う
。「
人
間
の
プ
ラ
イ
ド
の
窮
極
の
立
脚
点
は
、あ

れ
に
も
こ
れ
に
も
死
ぬ
ほ
ど
苦
し
ん
だ
事
が
あ
り
ま
す
、
と
言
ひ
切
れ
る

自
覚
で
は
な
い
か
。
私
は
丙
種
合
格
で
、
し
か
も
貧
乏
だ
が
、
い
ま
は
遠

慮
す
る
事
は
無
い
。」
と
続
く
が
，
こ
の
よ
う
な
「
い
ま
」
に
お
け
る
感
情

の
高
揚
の
行
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
の
〈
熱
狂
〉
に
通
じ
る
強
い
気
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持
ち
が
、
伊
豆
で
「
十
日
も
経
つ
」
間
に
、「
何
を
し
て
ゐ
る
事
や
ら
。」

と
い
っ
た
韜
晦
へ
と
紛
れ
て
し
ま
う
に
も
拘
わ
ら
ず「
説
明
」が
な
い
点
が
、

創
作
集『
東
京
八
景
』に
お
い
て
も
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
死
ぬ
ほ

ど
苦
し
ん
だ
事
が
あ
」
る
〈
私
〉
が
「
伊
豆
に
旅
立
つ
た
」
こ
と
と
〈
私
〉

の
「
最
後
の
力
」
を
め
ぐ
る
〈
熱
狂
〉
は
、
ど
の
よ
う
な
「
風
景
の
中
」

で
交
錯
す
る
の
か
。

　
一
九
四
〇
年
六
月
下
旬
の
東
京
は
、
日
中
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
な
け
れ

ば
、「
第
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」の
準
備
に
湧
い
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
目
下
、
一
一
月
の
「
紀
元
二
千
六
百
年
祭
式
典
」
を
待

つ
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
空
に
お
い
て
、「
一
燈
」
の
〈
私
〉
は
、

冒
頭
近
く
で
「
芸
術
家
」
か
ら
「
鳥
籠
」
を
「
取
り
あ
げ
な
い
で
、
ほ
し

い
」
と
願
い
、「
昔
か
ら
、
芸
術
の
一
等
品
と
い
ふ
も
の
は
、
つ
ね
に
世
の

人
に
希
望
を
与
へ
、
怺
へ
て
生
き
て
行
く
力
を
貸
し
て
く
れ
る
も
の
に
、

き
ま
つ
て
ゐ
た
。」
と
語
り
、「
い
ま
」、「
非
国
民
な
ど
と
言
は
れ
」
な
い

た
め
に
、「
八
年
ま
へ
の
話
」
を
持
ち
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。「
東
京
八

景
」
の
「
昭
和
八
年
」
と
接
続
す
る
よ
う
に
、「
神
田
の
宿
の
一
室
で
、
私

は
兄
に
、
ひ
ど
く
叱
ら
れ
て
ゐ
」
る
。

私
は
、
兄
の
叱
咤
の
言
よ
り
も
、
そ
の
は
う
に
、
そ
つ
と
耳
を
す
ま

し
て
ゐ
た
。
ふ
つ
と
一
言
、
聴
取
出
来
た
。
私
は
、
敢
然
と
顔
を
挙

げ
、

「
提
燈
行
列
で
す
。」
と
兄
に
報
告
し
た
。

　
兄
は
一
瞬
、
へ
ん
な
顔
を
し
た
。
と
た
ん
に
、
群
集
の
バ
ン
ザ
イ

が
、
部
屋
の
障
子
が
破
れ
る
ば
か
り
に
強
く
響
い
た
。

　
皇
太
子
殿
下
、
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
三
日
御
誕
生
。
そ
の
、
国

を
挙
げ
て
の
よ
ろ
こ
び
の
日
に
、
私
ひ
と
り
は
、
先
刻
か
ら
兄
に
叱

ら
れ
、
私
は
二
重
に
悲
し
く
、
や
り
き
れ
な
く
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

兄
は
、
落
ち
つ
き
払
つ
て
、
卓
上
電
話
を
取
り
上
げ
、
帳
場
に
、
自

動
車
を
言
ひ
つ
け
た
。
私
は
、
し
め
た
、
と
思
つ
た
。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、「
非
国
民
」で
は
な
い
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
披
露
す
る
体
裁
で
あ
り
な
が
ら
、「
国
を
挙
げ
て
の
よ
ろ
こ
び
の
日
」

を
〈
私
〉
が
「
兄
の
叱
咤
」
か
ら
逃
れ
る
口
実
に
用
い
た
こ
と
を
暴
露
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
だ
が
さ
ら
に
、以
下
の
よ
う
な
描
写
を「
東
京
八
景
」

と
比
較
す
る
と
き
、
一
九
四
〇
年
の
〈
私
〉
と
の
温
度
差
は
際
立
つ
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
全
国
、
ど
ん
な
山
奥
の
村
で
も
、
い
ま
ご
ろ
は
国
旗
を
建
て

皆
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
提
燈
行
列
を
し
て
、
バ
ン
ザ
イ
を
叫
ん
で
ゐ

る
の
だ
ろ
う
と
思
つ
た
ら
、
私
は
、
そ
の
有
様
が
眼
に
見
え
る
や
う

で
、
そ
の
遠
い
小
さ
い
美
し
さ
に
、
う
つ
と
り
し
た
。

　
こ
の
「
山
奥
の
村
」
ま
で
「
美
し
さ
」
へ
と
染
め
上
げ
る
「
昭
和
八
年

十
二
月
二
十
三
日
」
の
〈
私
〉
は
、
同
時
に
『
晩
年
』
と
い
う
「
遺
書
」

を
編
み
続
け
る
「
詩
的
な
夢
想
家
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
昭
和
十
五
年
、

七
月
三
日
」
を
生
き
る
〈
私
〉
は
、「
つ
ま
ら
ぬ
山
村
」
に
お
い
て
東
京
と
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距
離
を
置
き
、「
増
上
寺
山
門
の
一
景
」
の
高
揚
か
ら
も
、
次
第
に
遠
ざ

か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
も
、
あ
く
ま
で
「
青
春
」
の
三
島
と

も
距
離
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
一
燈
」
に
お
け
る
現
在
の
〈
私
〉
も
、

例
え
ば
「
紀
元
二
千
六
百
年
祭
式
典
」
の
「
バ
ン
ザ
イ
」
に
は
無
関
心
の

ま
ま
擱
筆
す
る
。

　
そ
の
お
で
ん
や
を
出
て
、
ま
た
、
別
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
私
た
ち

は
、
そ
の
夜
お
そ
く
ま
で
、
奉
祝
の
上
機
嫌
な
市
民
の
中
を
、
も
ま

れ
て
歩
い
た
。
提
燈
行
列
の
火
の
波
が
、
幾
組
も
幾
組
も
、
私
た
ち

の
目
の
前
を
、
ゆ
ら
ゆ
ら
通
過
し
た
。
兄
は
、
つ
ひ
に
、
群
集
と
共

に
バ
ン
ザ
イ
を
叫
ん
だ
。
あ
ん
な
に
浮
か
れ
た
兄
を
、
見
た
事
が
無

い
。

　
あ
の
よ
う
に
純
一
な
、
こ
だ
は
ら
ず
、
蒼
穹
に
も
と
ど
く
程
の
全

国
民
の
歓
喜
と
感
謝
の
声
を
聞
く
事
は
、
こ
れ
か
ら
は
、
な
か
な
か

む
づ
か
し
い
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
願
は
く
は
、
い
ま
一
度
。
誰
に

言
は
れ
ず
と
も
、
し
ば
ら
く
は
、
辛
抱
せ
ず
ば
な
る
ま
い
。

　
既
に
「
全
国
民
の
感
謝
と
歓
喜
の
声
」
は
「
八
年
ま
へ
の
事
」
で
あ
り
、

「
東
京
八
景
」
や
「
乞
食
学
生
」
に
お
け
る
「
青
春
」
と
同
様
に
失
わ
れ

た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。〈
私
〉
は
、「
私
の
流
儀
で
、
こ
の
機
会

に
貧
者
一
燈
を
、
更
に
は
つ
き
り
、
と
も
」
す
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の

現
在
を
迂
回
す
る
「
昭
和
八
年
」
の
「
国
を
挙
げ
て
の
よ
ろ
こ
び
の
日
」

に
も
、〈
私
〉
は
兄
と
違
い
「
群
集
と
共
に
バ
ン
ザ
イ
」
を
し
て
い
な
い
。

「
い
ま
一
度
。」
と
の
願
い
は
、「
乞
食
学
生
」
の
〈
私
〉
が
最
後
に
「
深

刻
な
苦
笑
」
を
浮
か
べ
な
が
ら
、「
ア
ル
ト・ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
の
一
節

を
「
再
び
三
度
、
反
芻
」
す
る
し
か
な
い
状
況
と
酷
似
す
る
。
そ
れ
で
も

な
お
、「
東
京
八
景
」
に
お
け
る
〈
私
〉
の
「
最
後
の
力
」
は
、「
一
燈
」

で
示
さ
れ
た
「
怺
え
て
生
き
て
い
く
力
」
へ
と
向
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
。

一
九
四
〇
年
に
お
け
る
〈
熱
狂
〉
は
、〈
私
〉
達
が
仕
掛
け
る
ア
イ
ロ
ニ
ー

に
お
い
て
、
そ
の
「
美
し
さ
」
の
根
拠
を
吟
味
さ
れ
て
い
る
。

四
　「
青
春
」
以
後
を
生
き
る

　
創
作
集
『
東
京
八
景
』
は
、「
説
明
」
か
ら
ど
こ
ま
で
も
逃
れ
る
、「
東

京
八
景
」
に
お
け
る
生
へ
の
「
転
機
」
や
、「  
 
 
 
　    
」
に
お

け
る
「
乱
れ
」
の
強
度
を
並
存
さ 
せ 
、
一
九
四
〇
年
を
生
き
る
〈
私
〉
達

（
　
）

を
、「
青
春
」
と
い
う
「
美
し
さ
」
へ
と
囲
う
こ
と
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
抵
抗
が
、
例
え
ば
、〈
私
〉
は
願
っ
て
い
る
の
に
「
青
春
」
は

戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
危
う
い
機
制
に
お
い
て
し
か
表
象
で
き
な
い
現
状

を
、
諸
テ
ク
ス
ト
は
暗
に
示
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
で
も

な
お
、「
説
明
」
不
可
能
な
〈
熱
狂
〉
の
所
在
を
、「
下
手
な
小
説
家
」
は
、

「
不
安
」に
駆
ら
れ
な
が
ら
探
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
き
り
ぎ
り

す
」
は
、「
新
浪
漫
派
と
や
ら
」
の
「
美
し
さ
」
へ
と
取
り
込
ま
れ
た
、
あ

り
得
た
〈
私
〉
へ
の
内
部
告
発
で
は
な
い
か
。「
リ
イ
ズ
」
は
観
念
上
の

「
美
し
さ
」に
ユ
ー
モ
ア
を
対
置
さ
せ
る
こ
と
で
距
離
を
保
ち
、「
失
敗
園
」

は
、「
め
く
ら
草
紙
」
の
庭
に
対
す
る
パ
ロ
デ
ィ
か
も
し
れ
な
い 
　
　 
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
説
明
」
に
近
い
解
釈
か
ら
溢
れ
る
「
作
品
」
の
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強
度
こ
そ
、
多
重
化
す
る
〈
私
〉
達
が
行
き
交
う
書
物
は
目
指
し
て
い
る

は
ず
だ
。「
作
品
」
は
決
し
て
〈
熱
狂
〉
自
体
を
否
認
し
な
い
。
書
物
全
体

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
入
れ
子
構
造
は
、「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
に
象
徴
さ
れ
る

〈
熱
狂
〉
に
つ
い
て
、
多
義
的
な
意
味
作
用
を
増
殖
さ
せ
て
い
く
だ
ろ
う
。

『
東
京
八
景
』
の
〈
私
〉
達
は
「
作
家
」
や
「
芸
術
家
」
で
あ
る
こ
と
へ

の
自
己
言
及
を
繰
り
返
す
が
、
い
わ
ば
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
の
結
末
で
合
流

す
る
〈
私
た
ち
〉
の
末
裔
と
し
て
、「
青
春
」
以
後
を
生
き
る
。
端
的
に
言

え
ば
、
そ
れ
は
、「
美
し
さ
」
に
宿
る
〈
熱
狂
〉
の
み
に
収
斂
し
て
い
く
こ

と
へ
の
異
議
申
し
立
て
で
あ
る
。「
東
京
八
景
」
に
お
い
て
『
晩
年
』
完
成

ま
で
の
経
緯
が
事
細
か
に
示
さ
れ
た
の
は
、
過
去
の
〈
熱
狂
〉
に
対
す
る

自
己
批
評
で
あ
り
、「
私
は
芸
術
家
だ
」
か
ら
「
芸
術
は
、
私
で
あ
る
」
へ

の
移
行
は
、〈
私
〉
を
取
り
囲
み
刻
々
と
変
化
す
る
「
い
ま
」
へ
の
介
入
で

は
な
か
っ
た
か
。「
増
上
寺
山
門
の
一
景
」に
潜
む
違
和
感
は
、多
重
化
す

る〈
私
〉達
に
相
互
反
射
さ
せ
る
こ
と
で
、よ
り
明
晰
に
読
み
ほ
ど
か
れ
る
。

「
い
ま
」
の
〈
私
〉
の
執
筆
行
為
に
は
、
何
か
「
説
明
」
し
切
れ
な
い
、

決
し
て
「
明
る
い
一
景
」
と
は
言
い
続
け
ら
れ
な
い
、「
Ｔ
君
」
の
不
在
に

よ
る
「
ピ
リ
オ
ド
」
の
な
さ
が
明
滅
す
る
。
失
わ
れ
た
〈
熱
狂
〉
と
新
た

な
「
作
品
」
に
潜
む
〈
熱
狂
〉
を
批
判
的
に
切
り
結
び
つ
つ
、「
風
景
の
中

の
私
」
が
抱
え
る
危
機
意
識
へ
と
迫
る
こ
と
を
、『
東
京
八
景
』
の
「
読

者
」
は
、「
苦
難
の
或
る
ひ
と
」
へ
の
想
像
力
と
共
に
、「
い
ま
」
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。

注（
１
）　
中
村
三
春
「

　
　
 「

」
の
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
 　
　
」（『
係
争
中
の
主
体
　
漱
石
・

太
宰
・
賢
治
』
二
〇
〇
六
・
二
、
翰
林
書
房
）

（
２
）　
Ｗ
・
メ
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
／
伊
藤
秀
一
訳
『
無
限
の
二
重
化
　
　
 ロ

マ
ン
主
義
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
デ
リ
ダ
に
お
け
る
絶
対
的
自
己
反
省
理
論
』

（
一
九
九
二
・
三
、
法
政
大
学
出
版
局
）、
仲
正
昌
樹
『
モ
デ
ル
ネ
の

葛
藤
　
　
 ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
〈
花
粉
〉
か
ら
デ
リ
ダ
の
〈
散
種
〉

へ
　
　
 』（
二
〇
〇
一
・
一
〇
、
御
茶
の
水
書
房
）
等
参
照
。
野
口
尚

志
「
太
宰
治
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
論
　
　
 「
嘘
」
に
よ
る
〈
芸
術
〉
の

夢
想
　
　
 」（「
稿
本
近
代
文
学
」
二
〇
〇
七
・
一
二
）
は
、
ド
イ
ツ
・

ロ
マ
ン
派
へ
の
言
及
を
始
め
と
す
る
同
時
代
言
説
と
重
ね
な
が
ら
「
ロ

マ
ネ
ス
ク
」
を
読
み
解
き
、「
酩
酊
と
熱
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お

り
示
唆
を
受
け
た
。

（
３
）　
拙
論
「
都
鄙
に
ひ
ら
く
《
玩
具
箱
》
　
　
 『
晩
年
』
の
中
の
「
葉
」

「
玩
具
」」（「
太
宰
治
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
二
〇
一
〇
・
六
）
参
照
。

（
４
）　
九
頭
見
和
夫
「「
乞
食
学
生
」
と
外
国
文
学
」（『
太
宰
治
と
外
国
文

学
　
　
 翻
案
小
説
の
「
原
典
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
 』
二
〇
〇

四
・
三
、
和
泉
書
院
）

（
５
）　
高
和
政
「『
乞
食
学
生
』
　
　
 教
育
制
度
の
中
の
佐
伯
五
一
郎
　

　
 」（「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
九
九
・
九
）
が
、
佐
伯
と
同
時
代
言
説

の
ず
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
米
田
幸
代「
太
宰
治「
乞
食
学
生
」論
 

　
　
 〈
中
期
〉
の
決
意
と
喜
劇
的
手
法
と
　
　
 」（「
同
志
社
国
文
学
」

二
〇
〇
〇
・
一
）
が
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
喜
劇
的
手
法
の
意
味
に
注

目
し
示
唆
的
で
あ
る
。

（
６
）　
井
原
あ
や
「「
あ
な
た
」
と
別
れ
る
と
い
う
こ
と
　
　
 太
宰
治
「
き

り
ぎ
り
す
」
を
め
ぐ
っ
て
」（「
言
語
と
文
芸
」
二
〇
〇
八
・
三
）
参
照
。

（
７
）　
土
屋
忍
「
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
の
嘘
　
　
 学
生
服
の
〈
酔
詩
人
〉

と
カ
ル
ピ
ス
を
飲
む
〈
小
説
家
〉
　
　
 」（「
武
蔵
野
日
本
文
学
」
二

〇
〇
九
・
三
）
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（
８
）　
花
田
俊
典
「
東
京
八
景
」（『
太
宰
治
の
レ
ク
チ
ュ
ー
ル
』
二
〇
〇

一
・
三
、
双
文
社
出
版
）
に
、「
恍
惚
と
不
安
」
に
関
す
る
指
摘
が
あ

る
。

（
９
）　
山
口
浩
行
「
変
貌
す
る
〈
風
景
〉・
排
除
さ
れ
る
〈
過
去
〉
　
　
 

「
東
京
八
景
」
試
論
　
　
 」（「
稿
本
近
代
文
学
」
二
〇
〇
〇
・
一
二
）

（
　
）　
松
本
和
也
「
言
語
表
現
上
の
危
機
／
批
評
 　
　
 「

10

」」（『
太
宰
治
の
自
伝
的
小
説
を
読
み
ひ
ら
く
』
二
〇
一
〇
・
三
、
立

教
大
学
出
版
会
）
は
、「
同
時
代
に
支
配
的
と
な
る
〈
日
本
的
な
も
の
〉

を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
回
収
さ
れ
得
な
い
異
和
を
孕
」
む
点
を
指

摘
し
て
お
り
示
唆
を
受
け
た
。
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
一
九
四
一
年
の
創

作
集
に
収
録
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
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